『おおさか経済の動き　別冊“平成29（2017）年の大阪経済”』
訂正について(2018年8月15日)
標記冊子の印刷物について、以下のとおり訂正します。
· 2ページ左の段の27～28行目（下線部）
	誤
	正

	近畿の規模の大きな中小企業の設備投資についても増加が見込まれている。
	近畿の規模の大きな中小企業の設備投資については、製造業は増加、非製造業は減少すると見込まれている。


· 17ページ上の囲み内文章2～3行目（下線部）

	誤
	正

	近畿の規模の大きな中小企業の設備投資については、29年度、製造業、非製造業とも増加すると見込まれている。
	近畿の規模の大きな中小企業の設備投資については、製造業は増加、非製造業は減少すると見込まれている。


· 19ページ左の段の1～6行目、右の段の1～6行目（下線部）、及び図表2－1－17
	誤
	正

	（規模の大きい中小企業の設備投資は29年度に増加の見込み）

近畿地区の中小企業（資本金１千万円以上１億円未満）の設備投資額をみると、29年度実績見込みは11.0％増と、増加の見込みである（図表2－1－17）。30年度の計画は、19.7％と大幅増加の見通しとなっている。

産業別に前年度比でみると、製造業は、29年度見込みでは10.7％増加する見込みで、30年度の計画は、23.9％と、やはり大幅に増加する見通しである。非製造業は、29年度は11.2％増の見込みである。30年度計画は17.0％と大幅に増加する見通しである。
図表２－１－17の棒グラフに誤り
	（規模の大きい中小企業の設備投資は29年度に減少の見込み）
近畿地区の中小企業（資本金１千万円以上１億円未満）の設備投資額をみると、29年度実績見込みは14.0％減と、減少の見込みである（図表2－1－17）。30年度の計画は、16.8％減少の見通しとなっている。

産業別に前年度比でみると、製造業は、29年度見込みでは10.7％増と増加する見込みであるが、30年度の計画は、21.0％減と大幅に減少する見通しである。非製造業は、29年度は41.9％と大幅に減少する見込みである。30年度計画は7.9％減少する見通しである。
図表２－１－17を下記の図に差替え


図表２－１－17　中小企業の設備投資額の推移（近畿地区、前年度比）
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